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問
（
議
員
）
　
道
の
駅
的
施
設
を
建
設
す
る
場
合
は
、
基
本
的

に
民
設
民
営
で
進
め
る
と
聞
く
。
民
設
民
営
方
式
で
あ
れ
ば
、

銀
行
等
の
支
援
が
必
要
と
な
る
た
め
多
様
な
審
査
を
通
す
必

要
が
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
、
民
間
感
覚

で
運
営
で
き
る
と
考
え
る
。
基
本
的
に
民
設
民
営
と
の
こ
と

だ
が
、
民
間
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
公
設
で
の
実

施
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
道
の
駅
的
施
設
事
業

か
ら
撤
退
す
る
の
か
、
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
こ
れ
ま
で
、
農
業
関
係
者
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
検
討
い
た
だ
き
、
次
年
度
以
降
に
は
、
出
荷
体
制

を
整
備
す
る
た
め
の
準
備
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
動
き
と

な
っ
て
い
く
。
今
後
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
民

間
事
業
者
の
提
案
募
集
を
行
い
、
提
案
内
容
を
踏
ま
え
、
事

業
者
と
の
対
話
の
も
と
、
官
民
連
携
に
よ
る
事
業
化
を
検
討

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。
民
間
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
、
施
設
の
整
備
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

道の駅的施設は
民設民営か
輝（かがやき）
冨田　達也

一
般
質
問

問
（
議
員
）
　
中
小
路
市
長
は
、
先
に
行
わ
れ
た
長
岡
京
市
長

選
挙
に
お
い
て
再
び
当
選
し
、
２
期
目
の
任
期
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
１
期
目
で
は
、「
交
流
の
拡
大
」「
定
住
の
促

進
」
「
ま
ち
の
新
陳
代
謝
」
を
３
つ
の
戦
略
目
標
と
し
て
掲

げ
、
施
策
を
進
め
て
き
た
。
２
期
目
の
市
政
運
営
に
向
け
た
、

市
長
の
思
い
を
問
う
。

答
（
市
側
）
　
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

３
つ
の
戦
略
目
標
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
長
岡
京
市
の

未
来
を
創
る
４
つ
の
大
き
な
目
標
と
し
て
「
安
心
で
豊
か
な

暮
ら
し
づ
く
り
」
「
次
の
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
魅
力
づ
く
り
」

「
新
し
い
ま
ち
の
か
た
ち
づ
く
り
」
「
市
民
の
期
待
を
超
え

る
市
役
所
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
公
共
と
民
間
の
役
割
分
担

の
も
と
、
よ
り
連
携
を
強
化
し
、
民
間
の
力
を
最
大
限
活
用

す
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
よ
る
業
務
効
率
の
見
直
し

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
、
行
財
政
改
革
の
具
体
化
に
、

徹
底
し
た
対
話
で
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

２期目の市政運営に
向けた市長の思いは
輝（かがやき）
進藤　裕之

問
（
議
員
）
　
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
及
び
高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
の
外
出
支
援
を
目
的
と
し
て
運
行
を
開
始
し
た
は

っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
運
賃
が
、
路
線
バ
ス
よ
り
安
価
に
な
る
の
は

不
適
切
と
の
理
由
で
値
上
げ
と
な
る
。
年
金
の
減
少
や
10
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
活
が
厳
し

く
な
る
状
況
下
で
の
運
賃
値
上
げ
は
、
再
考
す
べ
き
と
思
う

が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス
を
補
完
し
、
効

率
よ
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
バ
ス
利
用
が

減
少
す
る
中
、
路
線
バ
ス
と
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
運
賃
格
差
が

大
き
く
な
る
こ
と
で
、
路
線
バ
ス
の
減
便
や
撤
退
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
路
線
バ
ス
の
維
持
や
、
は
っ
ぴ
ぃ

バ
ス
の
継
続
的
な
運
行
の
た
め
、
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
利
用
者
に

は
一
定
の
負
担
を
お
願
い
す
る
が
、
少
し
で
も
負
担
が
減
る

よ
う
、
割
引
率
の
大
き
い
回
数
券
や
阪
急
バ
ス
専
用
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
利
用
す
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

はっぴぃバス
運賃値上げの再考を
日本共産党
住田　初恵 ■はっぴぃバス

問
（
議
員
）
　
本
市
の
犬
の
ふ
ん
害
に
対
す
る
苦
情
に
対
し
て

は
、
広
報
車
の
巡
回
や
啓
発
看
板
の
設
置
の
対
策
が
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
見
受

け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
宇
治
市
の
職
員
が
発
案
し
た
イ
エ
ロ

ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
が
多
く
の
自
治
体
で
反
響
を
呼
び
、
効
果

を
生
ん
で
い
る
。
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
市
民

や
各
種
団
体
の
御
協
力
を
い
た
だ
く
中
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
の
啓
発
へ
移
行
し
な
が
ら
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
を

市
内
全
域
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
犬
の
ふ
ん
害
対
策
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
や

機
会
を
通
し
て
啓
発
に
努
め
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
た
い
。
イ
エ
ロ
ー
チ

ョ
ー
ク
作
戦
は
、
飼
い
主
へ
の
さ
ら
な
る
マ
ナ
ー
向
上
の
啓

発
を
行
う
上
で
は
、
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
行
自
治
体
の
導
入
手
法
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
域
や

市
民
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
導
入
を
進
め
た
い
。

イエローチョーク作戦
導入に対する考えは
公明党
石井　啓子

問
（
議
員
）
　
２
０
１
５
年
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
２
０
１

６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に

は
、
17
項
目
の
目
標
が
あ
る
。
そ
の
中
の
環
境
関
連
の
目
標

と
長
岡
京
市
第
２
期
環
境
基
本
計
画
は
、
親
和
性
が
高
い
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
の
第
２
期
環
境
基
本
計
画
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
、
自
然
環
境
の
保
全
、
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り
、
協
働

・
環
境
学
習
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
の
５
つ
の
基
本
施

策
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
環
境
関
連
目

標
と
の
親
和
性
は
極
め
て
高
く
、
基
本
計
画
並
び
に
平
成
28

年
度
か
ら
30
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
実
施
計
画
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
・
理
念
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

る
。

「ＳＤＧｓ」と環境
基本計画の親和性は

エスディージーズ

日本維新の会と市民派の会
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
ご
み
袋
の
あ
り
方
を
諮
問
し
た
審
議
会
で
、
手

数
料
を
加
味
し
な
い
透
明
・
半
透
明
の
ご
み
袋
導
入
と
の
答

申
が
出
た
が
、
な
ぜ
市
民
に
だ
け
ご
み
減
量
の
課
題
責
任
を

負
わ
せ
る
よ
う
な
ご
み
袋
指
定
制
を
導
入
す
る
の
か
。

答
（
市
側
）
　
ご
み
の
減
量
は
市
民
、
事
業
所
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
事
業
系
一
般
廃
棄

物
に
つ
い
て
も
、
ご
み
減
量
施
策
は
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
決
し
て
市
民
に
だ
け
課
題
解
決
を
押

し
付
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
ご
み
を
削
減
す
る

う
え
で
、
本
市
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
を
選
択
す
る
の
で
は

な
く
、
負
担
感
の
よ
り
少
な
い
、
現
在
流
通
し
て
い
る
ご
み

袋
の
単
価
に
近
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
配
慮
し
た
半
透
明

の
袋
を
流
通
さ
せ
る
指
定
ご
み
袋
制
度
の
導
入
を
選
択
す
る

に
至
っ
た
。
審
議
会
答
申
の
内
容
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
、

制
度
導
入
の
基
本
方
針
を
定
め
、
自
治
会
等
へ
の
説
明
会
や

街
頭
啓
発
な
ど
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

なぜごみ袋指定制を
導入するのか
日本共産党
浜野　利夫

　
３
月
定
例
会
で
は
、
19
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■ＳＤＧｓのマーク■現状のごみの出し方

■道の駅的施設のあり方■かしこ暮らしっく長岡京■イエローチョーク作戦

　
一
般
質
問
と
は
、
行
政
事

務
全
般
に
つ
い
て
、
議
員
が

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を

質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
関
係
な
く
、
自

由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

男女共同参画についてその他の
一般質問スポーツ施策についてその他の

一般質問

高齢者の健康寿命を伸ばすための取り組みに
ついて

その他の
一般質問

子育て環境の充実について／緊急通報システ
ムについて

その他の
一般質問

高齢者福祉サービスについて／介護専門職の
確保について

その他の
一般質問
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路
線
バ
ス
の
減
便
や
撤
退
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
路
線
バ
ス
の
維
持
や
、
は
っ
ぴ
ぃ

バ
ス
の
継
続
的
な
運
行
の
た
め
、
は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
利
用
者
に

は
一
定
の
負
担
を
お
願
い
す
る
が
、
少
し
で
も
負
担
が
減
る

よ
う
、
割
引
率
の
大
き
い
回
数
券
や
阪
急
バ
ス
専
用
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
利
用
す
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

はっぴぃバス
運賃値上げの再考を
日本共産党
住田　初恵 ■はっぴぃバス

問
（
議
員
）
　
本
市
の
犬
の
ふ
ん
害
に
対
す
る
苦
情
に
対
し
て

は
、
広
報
車
の
巡
回
や
啓
発
看
板
の
設
置
の
対
策
が
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
見
受

け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
宇
治
市
の
職
員
が
発
案
し
た
イ
エ
ロ

ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
が
多
く
の
自
治
体
で
反
響
を
呼
び
、
効
果

を
生
ん
で
い
る
。
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
市
民

や
各
種
団
体
の
御
協
力
を
い
た
だ
く
中
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
の
啓
発
へ
移
行
し
な
が
ら
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
を

市
内
全
域
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
犬
の
ふ
ん
害
対
策
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
や

機
会
を
通
し
て
啓
発
に
努
め
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
た
い
。
イ
エ
ロ
ー
チ

ョ
ー
ク
作
戦
は
、
飼
い
主
へ
の
さ
ら
な
る
マ
ナ
ー
向
上
の
啓

発
を
行
う
上
で
は
、
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
行
自
治
体
の
導
入
手
法
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
域
や

市
民
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
導
入
を
進
め
た
い
。

イエローチョーク作戦
導入に対する考えは
公明党
石井　啓子

問
（
議
員
）
　
２
０
１
５
年
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
２
０
１

６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に

は
、
17
項
目
の
目
標
が
あ
る
。
そ
の
中
の
環
境
関
連
の
目
標

と
長
岡
京
市
第
２
期
環
境
基
本
計
画
は
、
親
和
性
が
高
い
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
の
第
２
期
環
境
基
本
計
画
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
、
自
然
環
境
の
保
全
、
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り
、
協
働

・
環
境
学
習
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
の
５
つ
の
基
本
施

策
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
環
境
関
連
目

標
と
の
親
和
性
は
極
め
て
高
く
、
基
本
計
画
並
び
に
平
成
28

年
度
か
ら
30
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
実
施
計
画
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
・
理
念
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

る
。

「ＳＤＧｓ」と環境
基本計画の親和性は

エスディージーズ

日本維新の会と市民派の会
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
ご
み
袋
の
あ
り
方
を
諮
問
し
た
審
議
会
で
、
手

数
料
を
加
味
し
な
い
透
明
・
半
透
明
の
ご
み
袋
導
入
と
の
答

申
が
出
た
が
、
な
ぜ
市
民
に
だ
け
ご
み
減
量
の
課
題
責
任
を

負
わ
せ
る
よ
う
な
ご
み
袋
指
定
制
を
導
入
す
る
の
か
。

答
（
市
側
）
　
ご
み
の
減
量
は
市
民
、
事
業
所
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
事
業
系
一
般
廃
棄

物
に
つ
い
て
も
、
ご
み
減
量
施
策
は
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
決
し
て
市
民
に
だ
け
課
題
解
決
を
押

し
付
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
ご
み
を
削
減
す
る

う
え
で
、
本
市
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
を
選
択
す
る
の
で
は

な
く
、
負
担
感
の
よ
り
少
な
い
、
現
在
流
通
し
て
い
る
ご
み

袋
の
単
価
に
近
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
配
慮
し
た
半
透
明

の
袋
を
流
通
さ
せ
る
指
定
ご
み
袋
制
度
の
導
入
を
選
択
す
る

に
至
っ
た
。
審
議
会
答
申
の
内
容
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
、

制
度
導
入
の
基
本
方
針
を
定
め
、
自
治
会
等
へ
の
説
明
会
や

街
頭
啓
発
な
ど
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

なぜごみ袋指定制を
導入するのか
日本共産党
浜野　利夫

　
３
月
定
例
会
で
は
、
19
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■ＳＤＧｓのマーク■現状のごみの出し方

■道の駅的施設のあり方■かしこ暮らしっく長岡京■イエローチョーク作戦

　
一
般
質
問
と
は
、
行
政
事

務
全
般
に
つ
い
て
、
議
員
が

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を

質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
関
係
な
く
、
自

由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

男女共同参画についてその他の
一般質問スポーツ施策についてその他の

一般質問

高齢者の健康寿命を伸ばすための取り組みに
ついて

その他の
一般質問

子育て環境の充実について／緊急通報システ
ムについて

その他の
一般質問

高齢者福祉サービスについて／介護専門職の
確保について

その他の
一般質問
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問
（
議
員
）　
平
成
30
年
12
月
議
会
で
議
員
提
出
議
案
と
し
て

可
決
し
た
長
岡
京
市
安
全
で
快
適
な
自
転
車
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
が
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
市
は
、

条
例
の
施
行
を
受
け
、
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
市
の
責
務

を
ど
の
よ
う
に
果
た
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
自
転
車

の
安
全
利
用
に
関
す
る
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
が
、
自
転
車

関
連
事
故
の
更
な
る
減
少
を
図
る
た
め
に
は
、
ソ
フ
ト
面
だ

け
で
な
く
、
道
路
整
備
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通

行
空
間
を
効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
を
選
定
す
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、
関
係

機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
自
転
車
に
係
る
利

用
環
境
の
整
備
促
進
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
で
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

自転車条例に係る
市の責務は
平成市民クラブ
三木　常照

問
（
議
員
）　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
常
温
で
一
定
期
間
保

存
が
で
き
、
粉
ミ
ル
ク
よ
り
も
乳
児
に
飲
ま
せ
る
手
間
が
少

な
い
利
点
が
あ
る
。
災
害
時
、
避
難
所
に
乳
児
が
避
難
し
た

際
、
衛
生
的
な
水
や
煮
沸
消
毒
が
必
要
な
粉
ミ
ル
ク
で
対
処

で
き
る
か
難
し
い
た
め
、
本
市
で
も
ぜ
ひ
災
害
用
に
、
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）　
昨
年
８
月
に
厚
生
労
働
省
が
省
令
を
定
め
、
基

準
に
適
合
し
た
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
国
内
で
製
造
・
販
売

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
国
内
メ
ー
カ
ー
２
社
が
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
製
造
に
か
か
る
承
認

を
受
け
、
今
春
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
乳

児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
べ
コ
ス
ト
が
割
高
で

賞
味
期
限
が
短
い
こ
と
や
、
容
積
が
大
き
い
た
め
広
い
保
管

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

も
う
少
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
導
入
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

避難所に乳児用
液体ミルクの備蓄を
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）　
現
在
、
本
市
の
小
学
校
で
は
、
外
国
語
活
動
指

導
員
を
配
置
し
、
外
国
語
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
２
０
２
０
年
４
月
に
控
え

て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
据
え
た
英
語
教
育
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
本
市
と
し
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
市
側
）　
現
在
は
、
全
面
実
施
へ
の
移
行
期
間
で
あ
り
、

外
国
語
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
学
５
、
６
年
生
で
年
間
50
時

間
、
３
、
４
年
生
で
年
間
15
時
間
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
１
、
２
年
生
へ
の
年

間
10
時
間
の
外
国
語
活
動
や
、
市
独
自
の
指
導
案
の
作
成
、

授
業
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
日
本
人

Ａ
Ｅ
Ｔ
の
任
用
な
ど
、
他
市
と
比
較
し
て
も
充
実
し
た
内
容

で
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
員
の
指
導
力

向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
小
中
学
校
の
一
貫

し
た
学
び
の
接
続
を
意
識
し
、
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視

し
た
英
語
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

学校教育の国際化に
向けた取り組みは
公明党
山本　智

問
（
議
員
）　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
は
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
免
許

証
を
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
自
動
車
に
頼
ら
ず
に
移

動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
公

共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
特
典
付
き
で
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
安
全
対
策
の
観
点
か

ら
、
本
市
独
自
の
制
度
の
特
典
を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
（
市
側
）　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
は
、
平
成
26
年
５

月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
返
納
者
数
は
計
１
１

６
５
人
と
な
っ
て
い
る
。
免
許
証
返
納
者
か
ら
は
、
タ
ク
シ

ー
補
助
券
交
付
の
要
望
が
多
く
あ
る
。
同
支
援
事
業
の
充
実

は
、
高
齢
者
の
運
転
事
故
減
少
や
、
外
出
機
会
増
加
に
よ
る

健
康
増
進
な
ど
に
一
定
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成

31
年
度
か
ら
、
支
援
内
容
の
一
つ
に
タ
ク
シ
ー
割
引
券
と
し

て
２
０
０
円
の
10
回
分
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

運転免許証自主返納
への特典の充実を
平成西山クラブ
田村　直義

問
（
議
員
）　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
既
存
の
電
気
事
業
と
は
別
の
特

定
規
模
電
気
事
業
者
の
こ
と
で
、
電
力
を
発
電
・
販
売
す
る

会
社
を
自
治
体
が
出
資
す
る
な
ど
の
形
式
で
運
営
す
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
基
本
理
念
は
、

電
力
の
地
産
地
消
を
行
い
、
収
益
は
地
域
課
題
解
決
の
た
め

に
還
元
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
施
策
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）　
官
民
連
携
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
今
後
も
市
民
や
企
業
等
が
、
将
来
に
向
け
た
環
境
投
資

へ
の
参
画
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
市
域
の
環
境
、
経

済
、
社
会
の
総
合
的
向
上
と
自
立
に
つ
な
が
り
、
広
域
的
な

備
え
が
構
築
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素

社
会
へ
、
歩
み
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

自治体ＰＰＳへの
市の考えは
輝（かがやき）
宮小路　康文

問
（
議
員
）　
昨
年
10
月
、
文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
７
年
度

に
不
登
校
の
小
中
学
生
が
16
年
ぶ
り
に
過
去
最
多
を
更
新
し

た
と
の
速
報
値
を
発
表
し
た
。
不
登
校
に
な
る
理
由
は
、
子

ど
も
に
よ
っ
て
も
年
齢
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
原

因
が
特
定
し
に
く
い
。
本
市
に
お
い
て
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）　
長
岡
京
市
に
お
い
て
は
、
毎
月
３
日
以
上
欠
席

し
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
と
市
教
育
委
員
会
で
情
報

共
有
し
て
い
る
。
不
登
校
の
兆
候
を
把
握
し
た
際
は
、
担
任

や
養
護
教
諭
等
が
保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
々
の
事
情

に
合
わ
せ
た
登
校
方
法
の
相
談
や
早
期
対
応
を
丁
寧
に
行
っ

て
い
る
。
長
期
化
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
学
校
内
の
管
理
職
、

教
育
相
談
部
長
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
が
チ
ー
ム
と

な
り
、
支
援
方
法
を
模
索
し
つ
つ
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
も
連
携
し
、
子
ど
も
と
保
護

者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

不登校児童・生徒への
対応や支援は
平成西山クラブ
白石　多津子 ■運転免許証自主返納■英語教育■エコな自治体ＰＰＳ■不登校児童・生徒

■安全で快適な自転車利用■乳児用液体ミルク

問
（
議
員
）　
済
生
会
京
都
府
病
院
は
、
本
市
の
医
療
拠
点
で

あ
り
、
市
民
病
院
的
な
機
関
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
民
間
病

院
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
病
院
に
多
額
の
税
を
投

入
す
る
に
は
、
市
民
に
対
し
て
し
っ
か
り
説
明
し
、
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
、
支
援
の
内

容
や
ス
キ
ー
ム
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）　
こ
れ
ま
で
本
市
が
病
院
用
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
て
、
済
生
会
病
院
を
誘
致
し
て
き
た
経
過
を
踏
ま
え
る
な

ら
、
総
事
業
費
の
う
ち
土
地
取
得
費
相
当
分
が
支
援
の
一
つ

の
基
準
と
な
り
、
金
額
は
総
額
で
約
28
億
か
ら
30
億
円
規
模

に
な
る
と
考
え
る
。
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
病
院
敷
地

の
売
却
益
な
ど
の
活
用
を
含
め
、
市
民
の
財
政
負
担
の
軽
減

が
図
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
京
都
府
に
対
し
て
も
、

新
病
院
建
設
へ
の
財
政
支
援
を
要
望
し
て
お
り
、
府
と
市
が

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
が
図
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

新病院建設に対する
支援の内容は
平成西山クラブ
上村　真造 ■済生会京都府病院

定例会や委員会等の開
催日程や、政務活動費、
調査研究の報告につい
ても掲載しています。

ライブ中継と録画の映
像を配信しています。
パソコンでアクセスし
てください。
※携帯電話・スマート
フォンからはアクセス
できません。

過去の会議録をデータ
ベース化しています。
気になる質問を簡単に
検索できます。

一般質問などの情報は
ホームページでも公開しています。

議会情報

議会の映像配信

会議録の検索

くわしくは でチェック長岡京市議会 検 索

生涯学習に関してその他の
一般質問

ふるさと納税について／指定ごみ袋制度の導
入について

その他の
一般質問営農と環境についてその他の

一般質問
近年の本市の福祉施策の現状と、今後のあり方につい
て／高齢者や障がいのある方のゴミ出し支援について

その他の
一般質問

市内の生活道路の交通安全対策に関して／本
市の持続可能な水道事業運営に関して

その他の
一般質問

出かけたくなる「まちづくり」に関して／高齢
者が地域で生き生きと暮らせるために

その他の
一般質問

し
ゃ 

ふ
つ
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問
（
議
員
）　
平
成
30
年
12
月
議
会
で
議
員
提
出
議
案
と
し
て

可
決
し
た
長
岡
京
市
安
全
で
快
適
な
自
転
車
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
が
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
市
は
、

条
例
の
施
行
を
受
け
、
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
市
の
責
務

を
ど
の
よ
う
に
果
た
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
自
転
車

の
安
全
利
用
に
関
す
る
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
が
、
自
転
車

関
連
事
故
の
更
な
る
減
少
を
図
る
た
め
に
は
、
ソ
フ
ト
面
だ

け
で
な
く
、
道
路
整
備
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通

行
空
間
を
効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
を
選
定
す
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、
関
係

機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
自
転
車
に
係
る
利

用
環
境
の
整
備
促
進
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
で
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

自転車条例に係る
市の責務は
平成市民クラブ
三木　常照

問
（
議
員
）　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
常
温
で
一
定
期
間
保

存
が
で
き
、
粉
ミ
ル
ク
よ
り
も
乳
児
に
飲
ま
せ
る
手
間
が
少

な
い
利
点
が
あ
る
。
災
害
時
、
避
難
所
に
乳
児
が
避
難
し
た

際
、
衛
生
的
な
水
や
煮
沸
消
毒
が
必
要
な
粉
ミ
ル
ク
で
対
処

で
き
る
か
難
し
い
た
め
、
本
市
で
も
ぜ
ひ
災
害
用
に
、
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）　
昨
年
８
月
に
厚
生
労
働
省
が
省
令
を
定
め
、
基

準
に
適
合
し
た
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
国
内
で
製
造
・
販
売

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
国
内
メ
ー
カ
ー
２
社
が
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
製
造
に
か
か
る
承
認

を
受
け
、
今
春
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
乳

児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
べ
コ
ス
ト
が
割
高
で

賞
味
期
限
が
短
い
こ
と
や
、
容
積
が
大
き
い
た
め
広
い
保
管

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

も
う
少
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
導
入
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

避難所に乳児用
液体ミルクの備蓄を
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）　
現
在
、
本
市
の
小
学
校
で
は
、
外
国
語
活
動
指

導
員
を
配
置
し
、
外
国
語
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
２
０
２
０
年
４
月
に
控
え

て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
据
え
た
英
語
教
育
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
本
市
と
し
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
市
側
）　
現
在
は
、
全
面
実
施
へ
の
移
行
期
間
で
あ
り
、

外
国
語
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
学
５
、
６
年
生
で
年
間
50
時

間
、
３
、
４
年
生
で
年
間
15
時
間
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
１
、
２
年
生
へ
の
年

間
10
時
間
の
外
国
語
活
動
や
、
市
独
自
の
指
導
案
の
作
成
、

授
業
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
日
本
人

Ａ
Ｅ
Ｔ
の
任
用
な
ど
、
他
市
と
比
較
し
て
も
充
実
し
た
内
容

で
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
員
の
指
導
力

向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
小
中
学
校
の
一
貫

し
た
学
び
の
接
続
を
意
識
し
、
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視

し
た
英
語
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

学校教育の国際化に
向けた取り組みは
公明党
山本　智

問
（
議
員
）　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
は
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
免
許

証
を
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
自
動
車
に
頼
ら
ず
に
移

動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
公

共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
特
典
付
き
で
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
安
全
対
策
の
観
点
か

ら
、
本
市
独
自
の
制
度
の
特
典
を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
（
市
側
）　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
は
、
平
成
26
年
５

月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
返
納
者
数
は
計
１
１

６
５
人
と
な
っ
て
い
る
。
免
許
証
返
納
者
か
ら
は
、
タ
ク
シ

ー
補
助
券
交
付
の
要
望
が
多
く
あ
る
。
同
支
援
事
業
の
充
実

は
、
高
齢
者
の
運
転
事
故
減
少
や
、
外
出
機
会
増
加
に
よ
る

健
康
増
進
な
ど
に
一
定
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成

31
年
度
か
ら
、
支
援
内
容
の
一
つ
に
タ
ク
シ
ー
割
引
券
と
し

て
２
０
０
円
の
10
回
分
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

運転免許証自主返納
への特典の充実を
平成西山クラブ
田村　直義

問
（
議
員
）　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
既
存
の
電
気
事
業
と
は
別
の
特

定
規
模
電
気
事
業
者
の
こ
と
で
、
電
力
を
発
電
・
販
売
す
る

会
社
を
自
治
体
が
出
資
す
る
な
ど
の
形
式
で
運
営
す
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
基
本
理
念
は
、

電
力
の
地
産
地
消
を
行
い
、
収
益
は
地
域
課
題
解
決
の
た
め

に
還
元
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
施
策
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）　
官
民
連
携
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
今
後
も
市
民
や
企
業
等
が
、
将
来
に
向
け
た
環
境
投
資

へ
の
参
画
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
市
域
の
環
境
、
経

済
、
社
会
の
総
合
的
向
上
と
自
立
に
つ
な
が
り
、
広
域
的
な

備
え
が
構
築
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素

社
会
へ
、
歩
み
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

自治体ＰＰＳへの
市の考えは
輝（かがやき）
宮小路　康文

問
（
議
員
）　
昨
年
10
月
、
文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
７
年
度

に
不
登
校
の
小
中
学
生
が
16
年
ぶ
り
に
過
去
最
多
を
更
新
し

た
と
の
速
報
値
を
発
表
し
た
。
不
登
校
に
な
る
理
由
は
、
子

ど
も
に
よ
っ
て
も
年
齢
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
原

因
が
特
定
し
に
く
い
。
本
市
に
お
い
て
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）　
長
岡
京
市
に
お
い
て
は
、
毎
月
３
日
以
上
欠
席

し
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
と
市
教
育
委
員
会
で
情
報

共
有
し
て
い
る
。
不
登
校
の
兆
候
を
把
握
し
た
際
は
、
担
任

や
養
護
教
諭
等
が
保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
々
の
事
情

に
合
わ
せ
た
登
校
方
法
の
相
談
や
早
期
対
応
を
丁
寧
に
行
っ

て
い
る
。
長
期
化
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
学
校
内
の
管
理
職
、

教
育
相
談
部
長
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
が
チ
ー
ム
と

な
り
、
支
援
方
法
を
模
索
し
つ
つ
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
も
連
携
し
、
子
ど
も
と
保
護

者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

不登校児童・生徒への
対応や支援は
平成西山クラブ
白石　多津子 ■運転免許証自主返納■英語教育■エコな自治体ＰＰＳ■不登校児童・生徒

■安全で快適な自転車利用■乳児用液体ミルク

問
（
議
員
）　
済
生
会
京
都
府
病
院
は
、
本
市
の
医
療
拠
点
で

あ
り
、
市
民
病
院
的
な
機
関
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
民
間
病

院
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
病
院
に
多
額
の
税
を
投

入
す
る
に
は
、
市
民
に
対
し
て
し
っ
か
り
説
明
し
、
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
、
支
援
の
内

容
や
ス
キ
ー
ム
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）　
こ
れ
ま
で
本
市
が
病
院
用
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
て
、
済
生
会
病
院
を
誘
致
し
て
き
た
経
過
を
踏
ま
え
る
な

ら
、
総
事
業
費
の
う
ち
土
地
取
得
費
相
当
分
が
支
援
の
一
つ

の
基
準
と
な
り
、
金
額
は
総
額
で
約
28
億
か
ら
30
億
円
規
模

に
な
る
と
考
え
る
。
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
病
院
敷
地

の
売
却
益
な
ど
の
活
用
を
含
め
、
市
民
の
財
政
負
担
の
軽
減

が
図
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
京
都
府
に
対
し
て
も
、

新
病
院
建
設
へ
の
財
政
支
援
を
要
望
し
て
お
り
、
府
と
市
が

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
が
図
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

新病院建設に対する
支援の内容は
平成西山クラブ
上村　真造 ■済生会京都府病院

定例会や委員会等の開
催日程や、政務活動費、
調査研究の報告につい
ても掲載しています。

ライブ中継と録画の映
像を配信しています。
パソコンでアクセスし
てください。
※携帯電話・スマート
フォンからはアクセス
できません。

過去の会議録をデータ
ベース化しています。
気になる質問を簡単に
検索できます。

一般質問などの情報は
ホームページでも公開しています。

議会情報

議会の映像配信

会議録の検索

くわしくは でチェック長岡京市議会 検 索

生涯学習に関してその他の
一般質問

ふるさと納税について／指定ごみ袋制度の導
入について

その他の
一般質問営農と環境についてその他の

一般質問
近年の本市の福祉施策の現状と、今後のあり方につい
て／高齢者や障がいのある方のゴミ出し支援について

その他の
一般質問

市内の生活道路の交通安全対策に関して／本
市の持続可能な水道事業運営に関して

その他の
一般質問

出かけたくなる「まちづくり」に関して／高齢
者が地域で生き生きと暮らせるために

その他の
一般質問

し
ゃ 

ふ
つ
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問
（
議
員
）
　
長
岡
第
五
小
学
校
地
域
は
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
お
い
て
多
く
の
地
域
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
に
、
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る

立
場
か
ら
、
長
岡
第
四
中
学
校
、
長
岡
第
五
小
学
校
と
同
時

に
、
西
乙
訓
高
校
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
原
則
と
し
て
、
ま
ず
は
市
立
施
設
で
の
受
け
入

れ
を
優
先
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
を
振
り
返
る
な

か
、
昨
年
12
月
、
西
乙
訓
高
校
と
災
害
協
定
に
お
け
る
避
難

所
開
設
の
考
え
方
や
開
設
ま
で
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
再
確

認
を
し
た
。
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
災

害
が
発
生
ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
、
市
立
施
設
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
協
定
に
基
づ
い
て
西

乙
訓
高
校
に
対
し
て
避
難
所
開
設
の
要
請
を
行
い
、
市
か
ら
、

施
設
の
開
錠
及
び
避
難
所
の
管
理
運
営
の
要
員
を
派
遣
し
、

避
難
所
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西乙訓高等学校での
避難所開設は
日本共産党
二階堂　恵子

問
（
議
員
）
　
新
庁
舎
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
す
の
で
あ
れ
ば
、

土
曜
日
も
出
入
り
を
自
由
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
管

理
や
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
が
で
き
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
立
ち
ど
ま
り
、
細
部
に
わ

た
っ
て
検
討
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
予
測
や
供
給
、
問

題
対
策
な
ど
を
庁
内
全
体
で
考
え
直
し
、
全
体
計
画
の
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
新
庁
舎
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
広
く
市
民
の
意
見

を
伺
っ
て
き
た
。
新
庁
舎
内
の
出
入
り
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

複
合
施
設
特
有
の
課
題
と
し
て
、
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
情
報
系
の
専
門
業
者
も
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
実
施
設
計
段
階
で

対
策
の
詳
細
を
確
定
し
て
い
く
。
現
在
は
、
全
体
計
画
を
見

直
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
の
上

で
作
成
さ
れ
た
案
を
よ
り
具
体
的
に
、
詳
細
に
検
討
す
る
段

階
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市庁舎建て替えの全体計画
を見直すべきでは
日本維新の会と市民派の会
小谷　宗太郎

問
（
議
員
）
　
神
足
保
育
所
が
民
営
化
さ
れ
る
方
針
が
出
て
い

る
が
、
民
営
化
さ
れ
る
と
、
東
部
地
域
で
は
公
立
保
育
所
が

ゼ
ロ
に
な
る
。
市
が
直
接
責
任
を
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支

援
、
親
の
支
援
の
核
に
も
な
る
公
立
保
育
所
が
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
な
ぜ

今
、
神
足
保
育
所
を
民
営
化
な
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
回
の
民
営
化
計
画
は
、
児
童
対
策
審
議
会
か

ら
の
答
申
を
受
け
て
、
限
ら
れ
た
資
源
と
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
る
。
対
象
施
設
は
、
民
間
事
業

者
へ
の
移
行
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
独
立
し
た
敷
地
で
単
体

で
管
理
運
営
が
で
き
、
当
面
は
抜
本
的
な
改
修
等
を
必
要
と

し
な
い
施
設
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら
、
増
改
築
を
終
え
た

神
足
保
育
所
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、
本
市
に
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
市
域
に
、
公
・
民
あ
わ
せ
て
14
の
保
育
施
設
が
設
置
さ

れ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

なぜ神足保育所を
民営化するのか
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
本
市
に
お
い
て
、
保
育
所
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
公
立
と
と
も
に
民
間
の
保
育
所

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
民
間
の
保
育
事

業
者
に
積
極
的
に
進
出
し
て
も
ら
い
、
安
定
的
に
保
育
を
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
地
権
者
と
民
間
の
保
育
事
業
者
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
や
保
育
事
業
者
に
対
す
る
運
営
補
助
な
ど

の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
待
機
児
童
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
民
間
法
人
等
に
よ
る
保
育
所
、
小
規
模
保
育
施
設
の

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
安
定
し
た

保
育
所
運
営
が
期
待
で
き
る
法
人
に
対
し
て
、
保
育
所
の
整

備
に
対
す
る
助
成
制
度
や
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
対
す

る
助
成
制
度
、
施
設
整
備
の
た
め
に
借
り
入
れ
を
し
た
資
金

に
係
る
利
子
補
給
制
度
等
に
よ
り
、
積
極
的
な
開
設
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
の
確
保
や
開
発
等
に
係
る
相
談

に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

保育事業者への支援は

日本共産党
広垣　栄治

問
（
議
員
）
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
地
域
を
支
え
る

民
生
児
童
委
員
は
、
現
在
総
数
１
４
２
人
が
無
報
酬
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
民
生
児
童
委
員
の
80
・
６
％
が
60
歳

以
上
を
占
め
、
な
り
手
不
足
は
全
国
的
に
も
深
刻
な
問
題
で

あ
る
。
市
長
の
民
生
児
童
委
員
へ
の
思
い
は
。

答
（
市
側
）
　
民
生
児
童
委
員
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
、

災
害
時
要
配
慮
者
支
援
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
活
動
内
容
や
役
割
、
現
在
直
面
し
て
い
る
地

域
課
題
な
ど
を
知
っ
て
い
る
市
民
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

民
生
児
童
委
員
自
ら
が
活
動
内
容
を
伝
え
、
地
域
住
民
の
理

解
を
広
げ
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
、
市
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
民
生
児
童
委
員
の
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
民
生
児
童
委
員
の
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

民生児童委員に対する
市長の思いは
輝（かがやき）
大伴　雅章

問
（
議
員
）
　
庁
舎
等
再
整
備
基
本
設
計
案
で
は
、
産
業
文
化

会
館
の
機
能
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
導
入
さ
れ
る
と
聞

く
。
今
ま
で
産
業
文
化
会
館
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
屋

外
利
用
も
あ
り
、
主
催
者
は
天
候
に
苦
慮
さ
れ
て
き
た
。
新

庁
舎
に
お
け
る
産
業
文
化
会
館
的
機
能
の
充
実
や
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
市
の
考
え
は
。
　

答
（
市
側
）
　
新
庁
舎
に
お
け
る
産
業
文
化
会
館
の
機
能
は
、

二
期
庁
舎
の
１
、
２
階
部
分
に
配
置
し
、
１
階
の
大
会
議
室

と
ロ
ビ
ー
部
分
、
市
民
広
場
の
一
体
利
用
が
可
能
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
予
定
し
て
い
る
。
市
民
広
場
に
、
屋
根
を
か
け
る
こ

と
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
が
可
能
と
な
る
。

産
業
文
化
会
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
市
民
広
場
も
含

め
、
一
体
と
し
て
新
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
用

件
以
外
の
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
庁
舎
の
機

能
付
加
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

新庁舎における産業文化
会館的機能などの充実は
平成市民クラブ
中小路　貴司 ■安定的な保育を■神足保育所■一日民生児童委員をする市長■新庁舎のイメージ

■西乙訓高等学校■現在の市役所庁舎

議会TOPIC

「質問」と「質疑」の違いとは？

質問と質疑。似ていますが、議会では以下のように使い分けをしています。

議会において「質問」とは、一般質問のことをいいます。一般質問とは、議案とは関係なく、議
員が市の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行状況や将来に対する方針などについて、市
長などに説明を求めたり、疑義（疑がわしい事柄）を質す（明らかにする）ことです。
長岡京市議会では、定例会のみに許可されており、質問者は事前にその要旨を文書で通告（一般

質問通告要旨を提出）する必要があります。

質疑とは、質問と異なり、議題（提出された議案）についてのみ、
提出者（市長や議員など）に疑問や不明なところを質すことをいいます。
長岡京市議会では、「質疑は、同一議員につき、同一議題について 2 回

をこえることができない。」と会議規則に定められています。

地域経済の活性化に関してその他の
一般質問 平成から新元号へその他の

一般質問 市民との「対話」についてその他の
一般質問

自主避難所への積極的援助を／済生会京都府
病院が移転した跡地（市有地）を市民のために

その他の
一般質問

行政の相談事業について／大型開発事業の安
全対策について

その他の
一般質問

「大型開発か福祉か」の論は「ミスリード」か／庁
舎建て替えについて／長岡天神駅周辺整備について

その他の
一般質問

質問とは

質疑とは
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問
（
議
員
）
　
長
岡
第
五
小
学
校
地
域
は
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
お
い
て
多
く
の
地
域
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
に
、
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る

立
場
か
ら
、
長
岡
第
四
中
学
校
、
長
岡
第
五
小
学
校
と
同
時

に
、
西
乙
訓
高
校
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
原
則
と
し
て
、
ま
ず
は
市
立
施
設
で
の
受
け
入

れ
を
優
先
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
を
振
り
返
る
な

か
、
昨
年
12
月
、
西
乙
訓
高
校
と
災
害
協
定
に
お
け
る
避
難

所
開
設
の
考
え
方
や
開
設
ま
で
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
再
確

認
を
し
た
。
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
災

害
が
発
生
ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
、
市
立
施
設
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
協
定
に
基
づ
い
て
西

乙
訓
高
校
に
対
し
て
避
難
所
開
設
の
要
請
を
行
い
、
市
か
ら
、

施
設
の
開
錠
及
び
避
難
所
の
管
理
運
営
の
要
員
を
派
遣
し
、

避
難
所
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西乙訓高等学校での
避難所開設は
日本共産党
二階堂　恵子

問
（
議
員
）
　
新
庁
舎
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
す
の
で
あ
れ
ば
、

土
曜
日
も
出
入
り
を
自
由
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
管

理
や
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
が
で
き
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
立
ち
ど
ま
り
、
細
部
に
わ

た
っ
て
検
討
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
予
測
や
供
給
、
問

題
対
策
な
ど
を
庁
内
全
体
で
考
え
直
し
、
全
体
計
画
の
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
新
庁
舎
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
広
く
市
民
の
意
見

を
伺
っ
て
き
た
。
新
庁
舎
内
の
出
入
り
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

複
合
施
設
特
有
の
課
題
と
し
て
、
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
情
報
系
の
専
門
業
者
も
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
実
施
設
計
段
階
で

対
策
の
詳
細
を
確
定
し
て
い
く
。
現
在
は
、
全
体
計
画
を
見

直
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
の
上

で
作
成
さ
れ
た
案
を
よ
り
具
体
的
に
、
詳
細
に
検
討
す
る
段

階
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市庁舎建て替えの全体計画
を見直すべきでは
日本維新の会と市民派の会
小谷　宗太郎

問
（
議
員
）
　
神
足
保
育
所
が
民
営
化
さ
れ
る
方
針
が
出
て
い

る
が
、
民
営
化
さ
れ
る
と
、
東
部
地
域
で
は
公
立
保
育
所
が

ゼ
ロ
に
な
る
。
市
が
直
接
責
任
を
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支

援
、
親
の
支
援
の
核
に
も
な
る
公
立
保
育
所
が
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
な
ぜ

今
、
神
足
保
育
所
を
民
営
化
な
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
回
の
民
営
化
計
画
は
、
児
童
対
策
審
議
会
か

ら
の
答
申
を
受
け
て
、
限
ら
れ
た
資
源
と
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
る
。
対
象
施
設
は
、
民
間
事
業

者
へ
の
移
行
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
独
立
し
た
敷
地
で
単
体

で
管
理
運
営
が
で
き
、
当
面
は
抜
本
的
な
改
修
等
を
必
要
と

し
な
い
施
設
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら
、
増
改
築
を
終
え
た

神
足
保
育
所
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、
本
市
に
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
市
域
に
、
公
・
民
あ
わ
せ
て
14
の
保
育
施
設
が
設
置
さ

れ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

なぜ神足保育所を
民営化するのか
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
本
市
に
お
い
て
、
保
育
所
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
公
立
と
と
も
に
民
間
の
保
育
所

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
民
間
の
保
育
事

業
者
に
積
極
的
に
進
出
し
て
も
ら
い
、
安
定
的
に
保
育
を
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
地
権
者
と
民
間
の
保
育
事
業
者
を

つ
な
ぐ
取
り
組
み
や
保
育
事
業
者
に
対
す
る
運
営
補
助
な
ど

の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
待
機
児
童
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
民
間
法
人
等
に
よ
る
保
育
所
、
小
規
模
保
育
施
設
の

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
安
定
し
た

保
育
所
運
営
が
期
待
で
き
る
法
人
に
対
し
て
、
保
育
所
の
整

備
に
対
す
る
助
成
制
度
や
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
対
す

る
助
成
制
度
、
施
設
整
備
の
た
め
に
借
り
入
れ
を
し
た
資
金

に
係
る
利
子
補
給
制
度
等
に
よ
り
、
積
極
的
な
開
設
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
の
確
保
や
開
発
等
に
係
る
相
談

に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

保育事業者への支援は

日本共産党
広垣　栄治

問
（
議
員
）
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
地
域
を
支
え
る

民
生
児
童
委
員
は
、
現
在
総
数
１
４
２
人
が
無
報
酬
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
民
生
児
童
委
員
の
80
・
６
％
が
60
歳

以
上
を
占
め
、
な
り
手
不
足
は
全
国
的
に
も
深
刻
な
問
題
で

あ
る
。
市
長
の
民
生
児
童
委
員
へ
の
思
い
は
。

答
（
市
側
）
　
民
生
児
童
委
員
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
、

災
害
時
要
配
慮
者
支
援
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
活
動
内
容
や
役
割
、
現
在
直
面
し
て
い
る
地

域
課
題
な
ど
を
知
っ
て
い
る
市
民
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

民
生
児
童
委
員
自
ら
が
活
動
内
容
を
伝
え
、
地
域
住
民
の
理

解
を
広
げ
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
に
、
市
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
民
生
児
童
委
員
の
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
民
生
児
童
委
員
の
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

民生児童委員に対する
市長の思いは
輝（かがやき）
大伴　雅章

問
（
議
員
）
　
庁
舎
等
再
整
備
基
本
設
計
案
で
は
、
産
業
文
化

会
館
の
機
能
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
導
入
さ
れ
る
と
聞

く
。
今
ま
で
産
業
文
化
会
館
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
屋

外
利
用
も
あ
り
、
主
催
者
は
天
候
に
苦
慮
さ
れ
て
き
た
。
新

庁
舎
に
お
け
る
産
業
文
化
会
館
的
機
能
の
充
実
や
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
市
の
考
え
は
。
　

答
（
市
側
）
　
新
庁
舎
に
お
け
る
産
業
文
化
会
館
の
機
能
は
、

二
期
庁
舎
の
１
、
２
階
部
分
に
配
置
し
、
１
階
の
大
会
議
室

と
ロ
ビ
ー
部
分
、
市
民
広
場
の
一
体
利
用
が
可
能
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
予
定
し
て
い
る
。
市
民
広
場
に
、
屋
根
を
か
け
る
こ

と
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
が
可
能
と
な
る
。

産
業
文
化
会
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
市
民
広
場
も
含

め
、
一
体
と
し
て
新
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
用

件
以
外
の
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
庁
舎
の
機

能
付
加
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

新庁舎における産業文化
会館的機能などの充実は
平成市民クラブ
中小路　貴司 ■安定的な保育を■神足保育所■一日民生児童委員をする市長■新庁舎のイメージ

■西乙訓高等学校■現在の市役所庁舎

議会TOPIC

「質問」と「質疑」の違いとは？

質問と質疑。似ていますが、議会では以下のように使い分けをしています。

議会において「質問」とは、一般質問のことをいいます。一般質問とは、議案とは関係なく、議
員が市の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行状況や将来に対する方針などについて、市
長などに説明を求めたり、疑義（疑がわしい事柄）を質す（明らかにする）ことです。
長岡京市議会では、定例会のみに許可されており、質問者は事前にその要旨を文書で通告（一般

質問通告要旨を提出）する必要があります。

質疑とは、質問と異なり、議題（提出された議案）についてのみ、
提出者（市長や議員など）に疑問や不明なところを質すことをいいます。
長岡京市議会では、「質疑は、同一議員につき、同一議題について 2 回

をこえることができない。」と会議規則に定められています。

地域経済の活性化に関してその他の
一般質問 平成から新元号へその他の

一般質問 市民との「対話」についてその他の
一般質問

自主避難所への積極的援助を／済生会京都府
病院が移転した跡地（市有地）を市民のために

その他の
一般質問

行政の相談事業について／大型開発事業の安
全対策について

その他の
一般質問

「大型開発か福祉か」の論は「ミスリード」か／庁
舎建て替えについて／長岡天神駅周辺整備について

その他の
一般質問

質問とは

質疑とは


